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Optirnal bo吋necollagen concentrationぬ achievetracheal epithelial 

coverage of collagen sponges 

気管上皮再生誘導性を有するコラーゲンスポンジスキャフォールドを作製す

るための最適なウシコラーゲン法度

背景:われわれはポリプロピレン製のメッシュおよびロングを骨格としプタ組織由来コラーグンス

ポンジをスキヤフォーノレドとして人工気管を開発し、動物実験での良好な結果をもとに、実際臨床

応用を行っている。様kな動物種からコラーゲン溶液が作成されており、ウシ組織由来コラーゲン

は、すでに皮膚再生や軟骨再生、神経再生の分野で臨床応用されている。ウシ組織由来コラーゲン

を用いた気管再生についての報告は非常に少なし気管再生に最適な濃度について、検討を行った

報告はまだない。

目的:様々な濃度のウシ組織由来コラーゲン溶液からコラーゲンスポンジを作製し、構造学的な違

いや気管上皮再生に及ぼす影響について評価する。

方法:0.5%、O.7目、1.磁波度のクシ車鋭哉由来コラ}グン溶液を調製し、コラ}ゲンスポンジを作製

後、スポンジの構造を走査型電子顕微鏡 (SEM)下で観察した。また日本白色ウサギを用いて、 5

X10町の大きさで気管を開窓した気管欠損モデルを作製し、 0.&昔、 0.7目、1.0見濃度のコラーゲン

スポンジを移植した。移植後 1週間ごとに気管内視鏡による移植部内腔の観察を行った。術後 2週

間で気管を摘出し、組織学的評価を行い、気管上皮再生について評価を行った。

結果・ SEMによるコラーグンスポンジの構造の評価において、 O.5出口ラーグンスポンジではコラー

ゲシ薄膜は薄く、また=ラーゲシ薄膜問に多くの線維状の構造が膜状構造の聞に認めた。 O.7%コラ

ーグンスポシジでは、薄膜から分岐するコラ}ゲン線維が 0.5弘コラーグンスポンジより少なく、

コラーグン薄膜聞にスペースを認めた。対照的に、1.0弘=ラーグンスポンジではコラーゲン簿膜は、

比較的連続的であり、密接に並んでいた。濃度を濃くするにつれて、=ラーグシ薄膜は厚くなって

いた。組織学的評価では最も上皮化が促進されていたのは、 O.7国コラーグンスポンジであり、一部

線毛を有する上皮の形成を認めた。0.5%では上皮化を認めたが、線毛を有する上皮をみとめず、1.舗

では上皮化を認めなかった。また移植後の標本を用いたS削の観察でも同様の結果であった。

考察:皮膚再生や軟骨再生、神経再生などにおいて、ウシ組織由来コラーグンを用いた有用性を示

す多くの報告があり、既1<:臨床応用されているものもある。濃度の差違により、コラーグンスポン

ジの構造に変化をもたらすとの報告と同様、クシ組織由来コラーグンの濃度の差違によ明、構造に

遠いを生じ、重1]昔日周囲からの細胞が侵入しやすくな型、上皮化に影響をもたらしたと考えられた。

まとめ:ワシ組織由来コラーグンから気管再生におけるスキャホールドを作製可能であり、濃度の

差違により構造の変化、また上皮促進に最適な濃度を検認することができた。

※日本語で記載すること。 1200字以内にまとめること。








